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立

武
多
応

援
隊
 

今
年
は

小
・
中
学
生
も
 

六
月
十
一
日
、市
役
所
で
立
侵
武
多

応
援
隊

実
行
委
員
会
が
開
か
れ
、
市
内

六
高
校
、
高
校
P
T
A
連
合
会
や
立
侵
武
多
関
係
者
な
ど
か
ら
選
ば
れ
た
二
十

三
名
の
委
員
に
成
田
市
長
が
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。
 

昨
年
、
「立
侵
武
多
」
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、市
内
を
は
じ
め
西
北
五
地
区
な

ど
の
高
校
生
で
発
足
し
た
立
侵
武
多

応
援
隊
で
す
が
、今
年
は
小
・
中
学
生
も

加
わ
り
二
段
と
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
祭
り
期
間
中
は
、
一

日
当
た
り
高
校
生
が
約
五
百
人
、
小
・
中学
生
が
百
人
程
度
参
加
し
ま
す
。
高

校
生
は
昨
年
と
同
じ
衣
装
を
着
用
、
新
た
に
参
加
す
る
小
・
中
学
生
も
そ
ろ
い

の
半
て
ん
を
製
作
し
、踊
り
や
唯
子
も
披
露
し
ま
す
。
 

ま
た
、昨
年
に
引
き
続
き
J
R
五
所
川
原
駅
に
応
援
隊

の
伝
言
板
を
設
置
、
 

九
月
に
は
隊
員
五
百
名
が
参
加
す
る
応
援
隊
サ
ミ
ット
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

今
年
の
夏
祭
り
は
子
ど
も
達
で
フ
ィ
ー
バ
ー
し
、さ
ら
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ップ
す

る
で
し
ょ
う
。
今
か
ら
楽
し
み
で
す
ね
。
 

人口と世帯 

ー
  

参
加
し
ま
す
 

昨年祭りを盛り上げた高校生立侵武多応援隊の華麗な演技 
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麟 11JII 

首都圏に在住する本市にゆかりのある方々で構成す

る、わ・五所川原会（花田潔会長）の役員 4 人が 6 月 

20日、市長を表敬訪問しました。 

花田会長らは、今年の夏祭りに会の臨時総会を企画

し、打ち合わせに見えました。 

皆さんは、地元で運行する立侵武多は初めての方も

あって大変楽しみにしていました。 

ね 
口 

《 

ひと 	ひと 

女と男互いに人権を尊重 

可男女'ft'S司参画プラン 
No.1 

◆プランの体系図 

あ
ら
ゆ
る
分
野
へ

の
男
女
共
同
参
画

の
推
進
 

男
女
共
同
参
画
の

た
め
の
意
識
づ
く
 

n
J
 

男
女
が
共
に
豊
か

で
安
心
で
き
る
生

活
づ
く
り
 

さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
に
対
応
で
き

る
施
策
の
充
実
 

生
涯
を
通
し
た
女
性
の
健
康
づ

く
り
の
推
進
 

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

条
件
整
備
 

雇
用
等
の
分
野
に
お
け
る
男
女

平
等
の
推
進
 

農
業
に
お
け
る
女
性
の
就
業
条

件
の
整
備
 

家
庭
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
推
進
 

働
き
つ
づ
け
る
た
め
の
支
援
体

制
の
整
備
 

政
策

・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女

性
の
参
画
促
進
 

地
域
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
推
進
 

ー
性

別
役
割
分
担
の
意
識
の
是
正

人
権
及
び
性
の
尊
重
 

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ

た
教
育
・
学
習
の
推
進
 

男
女

共
同

参
画

社
会

の
形
成
 

男
女
が
共
に
ゆ
と

り
を
も
っ
て
働
く

環
境
づ
く
り
 

〈
基
本
目
標

〉
 

〈
主
要
課
題
〉
 

少子高齢化やライフスタイルの変化の中にあって、 

一人ひとりの人権が尊重され、喜びも責任も分かち合

える社会実現を目指すため、男女が均等に政治的・経

済的・社会的及び文化的利益を享受することができ、 

かつ、共に責任を担うべき社会の実現のため、 「五所

川原市男女共同参画プラン」を作成しました。広報では、 

今回から 5回シリ ズでこの内容をご紹介します。第 
1回目は、計画の基本目標についてお知らせいたします。 

21世紀に入り、私たちの生活は、画一

化、均等化より、多様化、個性化を重視

したものを求めるようになってきました。 

性や年齢、病気や障害の有無にかかわ

らず、自立して生きていける新しい社会

の仕組みをつくり、人権より利益を優先

してきた、今までの社会のあり方を根本

的に見直すことが必要になってきました。 
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善
意
の
花
か
こ
 

5
ど
う
も
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
5
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
 

基本目標 

．男女共同参画のための意識づくり 

法の下では、個人の尊重と男女平等がうた

われ、男女雇用機会均等法の改正、男女共同

参画社会基本法の制定など社会環境づくりは
進みつつありますが、家庭、地域、職場など
あらゆる分野において、※ジェンダーや固定的
な性別役割分担意識が根強く残っています。 

男女が「人間らしく」「自分らしく」性別に
関わりなく社会の対等な構成員として、その
能力を十分発揮できるよう社会制度や慣行を

見直さなければなりません。 
そのためには、次世代を担う人たちへの男

女平等意識づくりを推進する必要があります。 
、 	 ノ 

目あらゆる分野への男女共同参画の推進 

男女共同参画社会の実現を目指す上で、あ

らゆる分野に男女のパートナーシップが求め

られています。しかし、現状では因習や慣例

により「女」という性が大きすぎる壁となっ
ております。これからの社会が進むべき方向

を決める過程に多くの女性が参画して問題解
決に取り組むべきです。 

例えば、政策方針決定の場、家庭・地域・
職場等・・・女性の参画を推進するためにも能力・

責任を担う女性の人材を育成、登用し、男女
が互いに助け合い男女共同参画社会の実現に

向け意識高揚に務めるべきであります。 
× 	 ノ 

目男女がともにゆとりをもって働く環境づくり  ■男女がともに豊かで安心できる生活づくり  ， 

近年、働く女性は増加傾向にありますが、 
少子高齢化、核家族化等が進展する中で、働

く男女が仕事・育児・介護を両立させながら（休
業の取得、職場復帰等）職業生活を全うし、 
満足した家庭生活を送れる環境の整備が望ま

れております。 
また、市の基幹産業である農業（自営業）に

おいても、女性の占める労働力が大きいにも

かかわらず、固定的な役割分担意識のためそ
の評価は低いようです。地域の活性化を図り
ながら男女平等意識の啓発を推進します。 

× 	ノ 

人生80年時代になり生涯健康であることが
重要です。健康とは身体的、精神的、社会的

に安らかな状態にあることです。 
女性が思春期、妊娠、出産、更年期、高齢

等各ステージに応じた課題に対応するための

適切な体制づくりをし、生涯を通じた健康の
保持増進を図らなければなりません。 
福祉については、様々な家庭形態がありま

すが、いずれの家庭も地域で安心して、自立

しながら生活できるよう、行き届いた福祉サ 
ービスが計られる生活環境の整備、情報提供、 
相談業務充実を推進します0 

、、、 	 ノ 

※ジェンダー（Gender) 
生物学的な性差に対し、周囲との関わりの中で身についた社会的・文化的性差のことを言います。「男らしさ、 

女らしさ」・「男は仕事、女は家庭」などの性別役割分担も、ジェエンダーの一部です。 

このプランについてもっと知りたいことや質間などありましたらはつらつ女性課までご連絡下さい。 

〇はつらつ女性課 女性政策課 内線239 メールアドレス goshogawara02@net.pref.aomori.jp  

お
詫
び
と
訂
正
（
広
報6
月
1
5日
号）
 

4
P
 
川
原
崎
理
佳
さ
ん
→
河
原
崎
理
佳
さ
ん
 

5
P
 
小
田
桐
政
司
さ
ん
→
小
田
川
政
司
さ
ん

に
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
 

〇
神
山
婦
人
会
（
松
野
節
子
会
長
）
H
二
万
円

（梅
ま
つ

り
収
益
金
）
。
 

〇
株
式
会
社
ュ
ニ
コ
ム
オ
メ
ガ
五
所
川
原
店

（
中村
登
支

配
人
）
H
十
万
五
千
四
百
九
十
四
円
。
 

⑨
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
北
川
キ
エ
さ
ん

（
市
内
毘
沙門
字
東
中
久
保
二
二
の
一
）
 

H
寄
贈
（
雑
E
三
十
枚
）
。
 

＠
五
所
川
原
市
へ
 

〇
五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
小
田
川
政
司
会
長
）
 

H
寄
贈
及
び
植
栽

（
五
所川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
 

ー
の
開
館
記
念
と
し
て
玉
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
三
十
本
を

会
員
で
植
栽
）
。
 

〇
青
森
県
板
金
工
業
組
合
青
年
部
西
北
五
支
部
（
神
嘉
信

部
長
）
H
奉
仕
（
会
員
十
二
名
に
よ
る
や
な
ぎ
ぬ
ま
近

隣
公
園
の
四
阿
の
屋
根
吹
き
替
え
改
修
）
。
 

〇
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
ッ
ク
ア
サ
ヒ

（
松
山
稔
代
表
取
締
役
）
 

H
寄
贈
（
パ
ソ
コ
ン
六
台
）
。
 

・

栄
小
学
校
 
五
台
 
・
南
小
学
校
 
一
台
 

六
月
四
日
、
五
所
川
原
消
防
署
及
び
五
所
川
原
市
消
防

団
で
は
、
林
野
火
災
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練

は
、
消
防
団
員
と
の
連
携
に
よ
る
遠
距
離
送
水
訓
練
、
高

圧
ポ
ン
プ
及
び
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
消
火
訓
練

が
行
わ
れ
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
い
ま
し
た
。
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イ 	 × 
＊すでに通知して 
ある仮徴収分で 
す。 

× 	 ノ 

これからの保険料納付等 

徴収方法 

特別徴収 

業 務 者 

特
対
 
別
象
 
徴
年
 
収
金
 

保険料算定の 

イ 	 × 
＊市民税の課税状 
況、本人の所得 
及び介護保険料 
の所得段階が表 
示されます。 

/  
＊年間保険料とは、 
あなたの今年度
の介護保険料額
です。 

/ 
＊仮徴収額とは、 
4月・6月・8 
月の年金から差
し引かれる合計
額です。 

I 	 × 
＊年間保険料から

仮徴収額を差し
引いた額が、10 
月・12月・2月の
年金から差し引
かれる合計額で 
す。 

× 	 ノ 

〈連載第31ロ〉 

りまし発 
今年度の第1号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料が世帯全員（平成13年 4 月 1日における世帯員）の

市民税課税状況と本人所得の確定に伴い決まりました。 

特別徴収と普通徴収の 2つの納め方があり、 7月1日付けで、それぞれ通知書を送りますのでお間違えのな

いようにお願いいたします。 

特別徴収の方（年金から差し引かれます） 

   

平成13年 4 月 1日において65歳以上で、老齢・退職年金を年額18万円（月額 1万 5千円）以上受給している

方は特別徴収になります。介護保険料は年金支払月（年 6回）に年金から差し引かれます。 

昨年から特別徴収されている方については、すでに 4 月から仮徴収が始まっており、今回の平成13年度介護

保険料の決定に伴い、年間の保険料合計額から仮徴収分を控除して10月分以降の年金から差し弓はます。 7月 

1日付けで特別徴収額決定通知書を送付しますので、お確かめください。 

※介護保険料の所得段階が昨年度より上がった方は、特別徴収のほかに増額分を普通徴収で納めることになり

ますので、 7 月 1 日付けで納入通知書も送付されます。 

※昨年度中に65歳になった方または転入した方で、老齢・退職年金を年額18万円以上受給している方は、 7 月

から 9 月までの 3 期は普通徴収で、10月以降は年金から特別徴収されます。 

特別徴収額決定通知書の見方 

五介発第 	 II 
平成 

五所川原市長 成田 守 

平成13年度 介護保険料特別徴収額決定通知書 

「成13年度の介護保険料を次のとおり決定しましたので、介護保険法136条の規定により通 I ます。 

平成13年度（平成13年度賦課分） 

被保険者番号 
	

被保険者氏名 

賦課の根拠 

世 帯 人 基準判定所得 所得段階 

   

第 段階 

    

年間保険料 

~ーーヲ 

プーれまでの保険料納付等 
ノ 徴収方法

ノ 特別徴収 

ノ 	
業 務 者 

ノ 	特別徴収 

ノ 	
・対象年金 

徴収方法 

特別徴収 

業 務 者 

特別徴収 

対象年金 

月～ 	月 段階 ( 	 ) 

   

/＊年金から差し引× 
かれる保険料額 
です。 
	ノ 

期 問 所得段階 月数（前半 後半） 保険料率（円） 保険料額（円） 

年問保険料 円 

仮徴収額 円 

差引保険料 円 

徴収月 
保 	， 負／料 皿

日
与
 

場
 

ム
口⑩期

 
の

限
 

特別徴収 ／普通徴収 

4
5
《b
「1
8
q
〕
ハ'
I
 ワ
］
l
h‘
【j
  

月
f
l
月
月
日

”
月
月

月
日
”
月
月
日
“
 
 

1
1
1
  

、 
ノ 

、 

て― 

ノ 

j 
，’ 

ノ 

計 

合 	計 

イ 	 × 
＊普通徴収がある 

（轟響別保険ノ 

I- 
＊ここに表示され
ている種類の年
金から介護保険
料が差し引かれ
ます。 

× 	 ノ 

/＊介護保険料の計× 
算方法が月割り
で表示されます。 

※所得段階または
保険料率の変更
状況がわかりま 
す。 

× 	 ノ 
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徴 収 方 法 

特別徴収義務者 

特別徴収対象年金 

険料算定の基準 

生活保護受給 老齢福祉年金受給 

市（町村）民税 
世 帯 

本 人 

基準判定所得 円 

所 得 段 階 第 	 段階 

保険料算定期問（ 月 日） 

II 	数 所得段階 保険料率（円） 保険料額（円） 

算定保険料合計 

 

普通徴収の方（納付書で直接納めます） 

 

特別徴収の方以外は普通徴収になります。介護保険料は 7月から12月までの 6期に分けて納付することにな

ります。 

7 月 1日付けで納入通知書を送付しますので、指定された金融機関で各納期限までに納めてください。納入

通知書は12枚綴りになっており、内訳は次のとおりです。 

01枚目 	納入通知書。 

O2~4枚目 	期別の保険料額とその根拠ほか。ご自分の保険料額をご確認ください（※下図）。 

05 --11枚目 	期別の納付書。 

012枚目 	平成13年度の国の特別対策と保険料率（年額保険料）。 

※納入通知書2枚目の見方 麟麟議麟翻灘I 

、 /  × 

＊普通徴収の納期 ＊特別徴収がある ＊普通徴収の期別 ＊特別徴収がある 
限です。各納期 場合、年金から 保険料額です。 場合、年金から 
限までに納めて 差し引かれる月 差し引かれる保 
ください。 です。 険料額です。 

ノ  	× 	 ノ × 

○期別・月別保険料 （単位；イ1） 	一保険料徴収方法 

．由
 

h
'
 
H

り
 
の
 
男
 

並日
及
 
性
 
ロ

り
『
日
」
 

 

又

」
 

リ
ー
、
 
 

特別徴収月 
保 J 険 	料 	に血 

昔」hiらりく 特別雁収 

.4
J
J
 

 

/ 
第 1円」 / 
第 2 期 s] / 
第3 期 / 
第 4 期 / 
第 5 期 / 
第6期 に」 / 

/ 
2 リ / 

I 

徴 収 力 法 別 合 司 ノ 
保険料額合計（普通徴収＋特別徴収） / 

※普通徴収とは、納付書に些金融機関等で直接納付ソ方法です。 

※特別徴収とは、年金から大5I丁る万ほでー」。 	／ 

、 
＊特別徴収と普通徴 

収の別が表示され
ます。特別徴収が 
ある方は、ここに
表示されている年
金から差し引かれ 
ます。 

※特別徴収と普通徴 
収の両方の場合も
あります。 

＊生活保護・老齢福
祉年金の受給状況、 
市民税の課税状況、 
本人の所得及び介
護保険料の所得段
階が表示されます。 

イ 	 、 

＊介護保険料の計算
方法が月割りで表

示されます。 
※所得段階または保
険料率の変更状況
がわかります。保
険料率は納入通知
書の最後（12枚目） 
に載っています。 

7 

⑥各所得段階の期別保険料額については、6月15日号の広報で配布したパンフレツト「わたした

ちの介護保険料」でお知らせしています。 

「 問い合わせ先 〇保険料のことは 	介護保険課 資格管理係 内線273・271 
〇申請・サービスのことは…介護保険課 認定給付係 内線274・272 
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県
営
住
宅
の
入
居
申
込
に
つ
い
て
 

（広
田
団

地
及
び

松
島
団
地

）
 

五
所
川
原
土
木
事
務
所
建
築
指
導
課

か
（3
4)
21
1
1
内
線
2
8
3
木
立
 

ゲ7 
◇発売期間 7月16日（月）~8月3日（金） 

1等・前後賞合わせて3億円！~ 

今年は、2等も1億円lI 

◇抽選日 8月14日（火） 

※昨年のサマージャンボ宝くじの時効（8月 

20日）が迫っておりますのでお忘れなく！~ 

活
彩
あ
お
も
り
 

「こ
ど
も
技
能
工
芸
教
室
」
開催
 

県
立
木
造
高
等
技
術
専
門
訓
練
課

公
 
（
4
2)
2
4
2
4
 

F
A
X
(
4
2)
5
0
5
0
 

(b
 

五所川原市役所 公35-2111 	平成13年 7 月 1日 

市

民

講
座

案
内
 

中
央
公
民
館
費

（3
5)
6
0
5
6
 

●

7
月
1
1日
困
 
1
0時

、
1
1時
3
0分

中
央
公
民
館
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
テ
ー
マ
 

「市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
 

◇
講
師
 
商
工
振
興
課
長
 
島
谷
 
淳

◇
対
象
者
 
ど
な
た
で
も
（
無
料
）
 

◇
内
容
 
五
所
川
原
市
の
誇
り
で
あ
り
、
 

市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
『
立
侵
武
多
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
実

践
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
 

ス
フ月
の
相
談
日
】
 

F
A
x
(3
4)7
5
1
6
 

五
所
川
原
保
健
所
で
は
次
の
日
程
に
 

よ
り
、
「老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
」
 

「精
神
保
健
福
祉
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。
 

◇
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

7
月
1
0日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

7
月
2
7日
国
 
1
3時

、
1
4時
 

⑥
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
ご
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

●

7
月
1
0日
因
・
2
4日
因
 

1
0時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

交
通
事
故
相
談
員
 

⑥
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

●

7
月
1
2日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

●

7
月
2
6日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員
 

県
営
住
宅
の
入
居
に
つ
き
ま
し
て
は
、
 

空
家
が
出
し
だ
い
、
申
込
順
に
て
入
居

決
定
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
の
募
集

に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
募
抽
選
で
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
 

従
来
ど
お
り
随
時
に
申
込
受
付
を
す
る

の
は
6
月
い
っ
ぱ
い
と
な
り
ま
し
た
。
 

今
後
は
既
に
順
番
待
ち
さ
れ
て
い
る
方

か
ら
入
居
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
空

家
が
出
れ
ば
1
年
後
を
め
ど
に
公
募
し

て
い
く
予
定
で
す
。
た
だ
し
、
早
め
に

空
家
が
で
れ
ば
公
募
の
時
期
は
早
ま
り

ま
す
。
 

今
後
の
募
集
の
詳
細
は
あ
ら
た
め
て

五
所
川
原
市
の
広
報
、
合
同
庁
舎
掲
示

板
等
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
 

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
 

医
療
費
受
給
資
格
の
更
新
 

福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課
 

児
童
家
庭
係
 
内
線
5
4
6
 

市
で
は
、
所
得
の
少
な
い
ひと
り
親

家
庭
等
の
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

制
度
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
 

◇
対
象
者
 

〇
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
父
又
は
母
が
扶
 

養
す
る
児
童
及
び
父
母
の
い
な
い
児
 

童
（
1
8歳
に
達
し
た
年
度
末
ま
で
）
 

〇
右
記
の児
童
を
扶
養
す
る
父
又
は母
 

（
た
だ
し
、自
己
負
担
金
は
一
医
療
 

機
関
ご
と
月
1
、
0
0
0円
）
 

◇
更
新
手
続
（
既
に受
給
さ
れ
て
い
る
 

方
は
次
の
も
の
を
ご持
参
く
だ
さ
い
）
 

受
給
資
格
通
知
書
 

保
険
証
・
印
鑑
 

所
得
等
証
明
書
（
平
成
1
3年
度
）
 

◇
期
間
 
7
月
2
日
囲
、
1
0日
因
 

◇
新
規
申
請
手
続
（
新
規
の
方
は
次
の
 

も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
 

保
険
証
・
印
鑑
 

所
得
等
証
明
書
（
平
成1
3年
度
）
 

※
申
請
は
随
時
受付
し
て
い
ま
す
。
 

ニ
フ
月
の
講
習
会
】
 

⑨
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 
⑥

ね
ぷ
た
嚇
子
講
習
会
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課
 

五
所
川
原
ね
ぷ
た
嚇
子
保
存
会
 

公
 
（3
4)
21
0
8
 

事
務
局
小
田
桐
内
線

5
7
8
 

●

7
月
1
・
8

・
1
5・
2
2
 

 
2
9日

卿

1
9時

、
2
0時
 

市
役
所
北
棟
5
階
 

●

7
月
3
0日
囲

・
3
1日
因
 

9
時

、
1
2時
 

青
森
県
立
木
造
高
等
技
術
専
門
校
 

「建
築
科
実
習
場
」
 

一T
O
3
8
1
3
1
4
6
 

木
造
町
桜
木
1
7
 

 ・
ー
n乙
 

◇
募
集
対
象
 
小
学
校
4
 

生
の
男
女
 

◇
募
集
定
員
 
2
0名
 

 

・

5
・
6
年
 

◇
内
容
 
「
プラ
ン
タ
ー
飾
り
棚
」
の
製

作
と
六
本
木
組
パ
ズ
ル
の
組
み
方

◇
募
集
期
間
 
7
月
9
日
囲
、
1
3日
国
 

（
定員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
、
F
A
X
か
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

※
詳
し
く
は
県
立
木
造
高
等
技
術
専
門

校
ま
で
。
 

(
 

【
 



市
民
民
謡
教
室
の
お
知
ら
せ
 

5
創
作
民
謡
を
う
た
お
ー
つ
 

初
心
者
大
歓
迎
5
 

教
育
委
員
会
 
生
涯
学
習
課
 

内
線
5
5
6
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、
 

青
森
社
会
保
険事
務
局
 

公
0
1
7
（知
）
2
2
2

9
 

青
森
県
で
は
、
県
民
の
皆
様
に
「年

金
」
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
今
年
も
年
金
標
語
を
募
集
し

ま
す
。
 

入
賞
作
品
は
県
内
の
年
金
広
報
に
活

用
さ
れ
、
入
賞
者
の
方
に
は
賞
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
し
ど

し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 

◇
応
募
資
格
 
県
内
在
住
の
方
 

◇
作
品
規
程
 
年
金
の
字
句
を
必
ず
入

れ
る
。
自
作
未
発
表
の
作
品
。
（
一

人
何
点
で
も
可
）
 

・

8
月
2
8日
 

（い
ず
れ
も
火
曜
日
）
 

1
0時

、
1
2時
 
中
央
公
民
館
 

◇
対
象
者
 
ど
な
た
で
も
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

「あ
お
もり
2
1・
百
人
委
員
含
 

委
員
募
集
 

5
あ
な
た
の
声
で
 

「輝
く
あ
お
も
り
新
時
代
」
を5
 

県
政
策
推
進
室
 

公
0
1
7
(m
)
91
3
8
 

み
な
さ
ん
の
意
見
を
県
政
に
反
映
さ

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

◇
応
募
資
格
 
県
内
に
在
住
す
る
満
1
8
 

歳
以
上
の
方

（
た
だ
し
、議
員
、
教

育

・
医療
関
係
以
外
の
公
務
員
、
県

政
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
方
を
除
く
）
 

政
に
対
す
る
意
見
等
）
を
記
入
の
上
、
 

青
森
県
政
策
推
進
室
あ
て
に
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
 

◇
応
募
締
切
 
7
月
1
9日
困
 

◇
郵
送
先
 
〒
0
3
0
1
8
5
7
0
 

青
森
県
政
策
推
進
室
 

※
郵
便
番
号
を
記
載
す
れ
ば
、
住
所
は

記
載
不
要
 

ー
T
講
習
会
 

5
ゼ
口
か
ら
の
パ
ソ
コ
ンと
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト5
 

県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

公
0
1
7
（知
）
2
3
5
9
 

●

1
回
目
 
9
月
5
日
困
、
1
1日
因
 

2
回
目
 
1
1月
7
日
困
、
1
3日
因
 

（
た
だ
し
、
土
日
は
休み
）
1
8時
、
2
0時

青
森
県
立
五
所
川
原
工
業
高
等
学
校

※
1
・
2
回
目
と
も
講
習
時
間
・
内
容

は
同
じ
で
、
募
集
人
員
は
そ
れ
ぞ
れ
 

3
5名
で
す
。
 

◇
内
容
 
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
、
イ
ン
タ
 

ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー
ル
、ワ
ー
プ
ロ

◇
受
講
料
 
資
料代
と
し
て
1
、
0
0
 

0
円
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

◇
申
込
先
 
〒
0
3
0
1
8
5
4
0
 

青
森
市
新
町
2
1
3
1
1
 

青
森
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
 

社
会
教
育
班
I
T
講
習
会
募
集
係
 

F
A
X
 
Ol
7
（
間
）2
3
6
0
 

長

I
ル
 
ke昌
u
I
局
e
du
c
a
（豆

‘P
r
e
f

・a
oョo
n・
」
「
 

◇
申
込
方
法
 郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
受
講
を
希

望
す
る
学
校
名
と
日
時
を
明
記
の
上
、
 

は
が
き
、
F
A
X

、
電
子
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
にて
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

※
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
て
決
定

い
た
し
ま
す
。
 

◇
締
切
 
1
回
目
 
8
月
1
5日
困
 

2
回
目
 
1
0月
1
7日
困
 

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
 

図
書
館
公
 
（3
4)
4
3
3
4
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
 
「五
所
川

原
お
は
な
し
“ぽ
ぽ
ん
た
）
」
 
に
よ
る
お

は
な
し
会
で
す
。
 

親
子
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

7
月
2
1日
田
 
1
4時
3
0分

、
1
5時
3
0
 

分
 
図
書
館
2
階
 

◇
テ
ー
マ
 
「
海」
 

平
成
  1
3年

度
自
衛
官

募
集
案
内
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡部
 

五
所
川
原
募
集
事
務
所
 
か
霧）
N
3
o
5
 

◇
受
付
期
間
 
8
月
6
日
囲
、
9
月
7
 

目
金
（
締
切
日
必
着
）
 

【
一
般
曹
候
補学
生
】
 

◇
試
験
期
日
 
9
月
1
6日
回
 

◇
受
験
資
格
 
平
成
1
4年
4
月
1
日
現
 

在
、
1
8歳
以
上
2
4歳
未
満
の
男
女
 

曾
候
補
士
】
 

◇
試
験
期
日
 
9
月
1
6日
回
 

◇
受
験
資
格
 
平
成
1
4年
4
月
1
日
現
 

在
、
1
8歳
以
上
2
7歳
未
満
の
男
女
 

【
航
空
学
生】
 

◇
試
験
期
日
 
9
月
2
2日
田
 

◇
受
験
資
格
 
平
成
1
4年
4
月
1
日
現
 

在
、
高
等
学
校
卒
業
者
で1
8歳
以
上
 

2
1歳
末
満
の
男
女
 

【2
等
陸

・
海
・
空
士
】
 

◇
試
験
期
日
 

男
子
 
9
月
1
9
 

 
2
0日

（
水
・
木
）
 

女
子
 
9
月
2
5・
2
6日

（
火
・
水
）
 

◇
受
験
資
格
 
平
成
1
4年
4
月
1
日
現

在
、
1
8歳
以
上
2
7歳
未
満
の
男
女

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
五
所
川
原
募
集

事
務
所
（
お
間
い
合
わせ
く
だ
さ
い
。
 

平
成
1
4年
1
月
か
ら
 

『所
得
税の
確
定
申告
書
が
 

新
し
く
な
り
ま
す
 

五
所
川
原
税
務
署
 

費
翌
3
1
5
2
内
線
1
0
7
中
村
 

国
税
庁
（
国
税
局
・
税
務
署
）
で
は
、
 

納
税
者
の
方
々
か
ら
の
 
「
わ
かり
や
す

く
・
書
き
や
す
い
申
告書
を
」
と
い
う

ご
要
望
に
お
応
え
し
ま
し
て
、
平
成
1
4
 

年
1
月
（
平
成
1
3年
分
の
確
定
申
告
）
 

か
ら
使
用
す
る
所
得
税
の
確
定
申
告
書

を
抜
本
的
に
改
訂
し
て
お
り
ま
す
。
 

新
し
い
申
告
書
は
、A
4
判
2
枚
で
、
 

6
種
類
の
様
式
を
2
種
類
に
統
合
し
、
 

で
き
る
だ
け
文
字
を
大
き
く
見
や
す
い

も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

申
告
書
新
様
式
・
手
引
き
の
見
本
及

び
リ
ー
フ
レ
ット
は
、
国
税
庁
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

・
仙
台
国
税
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
、
税
務
署
・
市
町村
窓
口
で
も

ご
覧
い
た
だ
けま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
しま
す
。
 

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
 

国
税
庁
 
h
t
tPくlw
w
w・n
ta'
g
o

・J
p
 

仙
台
国
税
局
 

ht
tpミ
w
w
w・se
n
d
a
i・n
ta・g
o・iP
 

● 
9 7 
月 月 
11 10 

25 24 
日 日 

◇
応
募
方
法
 
は
が
き
に
、
作
品
、
住
 
◇
募

集
人
員
 
2
5人
程
度
 

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
 
◇

委
嘱
期
間
 
2
年
間
 

号
を
明
記
し
て
、
〒
0
3
0
1
8
5
 
◇
仕
事
 
委
員
会
等
出
席
（
年5
回
程
度
）
 

5
6
 
青
森
市
本
町
1
1
3
1
9
ニ
 
◇
謝

礼
等
 
記
念
品
及
び
委
員
会
等
出
 

ッ
セ
イ
青
森
本
町
ビ
ル
9
階
 
青
森
 

席
旅
費
 

社
会
保
険
事
務
局
「
年
金
標
語
募
集
」
 
◇
応
募
方
法
 
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
 

係
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、性
別
、
生
年
月
日
、
 

◇
応
募
締
切
 
8
月
1
7日
圏
 
必
着
 

職
業
、
電
話
番
号
、
応
募
理
由

（
県
 



働
く
婦
人
の
家
 

生
活
講
座
受
講
生
募
集
 

働
く
婦
人
の
家
 
公
（3
5)
8
8
98
 

消
防
本
部
 

公
（
3
5)
2
0
1
9
 

試
験
及
び

講
習
会
の
 

お
知
ら
せ
 

交通安全マナーアッフ運動 
期間】平成13年 7 月 1日（日）-8月31日金までの 2 カ月間 

〔 運動の重点運動の重点 

◆高齢者の交通事故防止 
◆飲酒運転・無謀運転の徹底追放 
◆自転車の交通事故防止 

あなたも参加 わたLもやります “交通安全” 

五所川原市交通安全対策協議会・五所川原警察 

消
防

本
部
 
警
防

課
 

公
（3
5)
20
1
9
 
内
線
2
8
 

第

6
回
 

「
み
ん
な
集
ま
れ

I
・
消
防広
場
」
 

,
 

⑥
ハ
ー
ブ
に
よ
る
痛
み
（慢
性
疾
患
）
の

緩
和
と
症
例
 

●

7
月
2
8日
田
 

1
3時
3
0分

、
1
5時
3
0分
 

◇
講
師
 
井
原
 
博
子
氏
 

◇
費
用
 
実
費
の
み

（
ハ
ー
ブ
）
 

◇
事
前
申
込
み
必
要
で
す
。
 

※
ハ
ー
ブ
の
お
話
と
個
々
の
体
質
に
あ
 

っ
た
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
試
飲
し
ま
す
。
 

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

【消
防
設
備
士
試
験
】
 

●

8
月
2
6日
回
 

青
森
市
 

◇
受
付
期
間
 
7
月
1
8日
困

、
3
0日
の
 

【消
防
設
備
士
試
験
事
前
講
習
】
 

●

7
月
2
6日
困
 
共
通
法
令
 

7
月
2
7日
岡
 
構
造
整
備
等
 

青
森
市
 

◇
受
付
期
間
 
7
月
3
日
因
、
1
7日
因
 

月
  

日
  

曜日 時 間 対象地域 開 催 場 所 

7
  

に
J
  

木
  

9 :30- 梅沢地区 梅沢コミュニテイセンター 

13:3O-- 七和地区 コミュニテイセンター七和 

6
  

本
  

9 :30~ 栄地区 コミュニテイセンター栄 

立
  13:30~ 湊地区 みなとコミュニテイセンター 

a
v
 
 

ロ刀
  

9 :30- 中川地区 コミュニテイセンター中川 

13:30- 三好地区 コミュニテイセンター三好 

12 木
  

9 】 30-- 松島地区 コミュニテイセンター松島 

13:30--- 長橋地区 コミュニテイセンター長橋 

13 本
  

9 :30- 五所I順（南） 富士見コミュニテイセンター 
立
  13:30~ 五所川原（北） 中央コミュニテイセンター 

16 
日
”
 
 

9 :30-- 飯詰地区 コミュニテイセンター飯詰 

13:30- 躍畑長富地区 露州・長富コミュニテイセンター 

17 火
  

9 :30 小曲地区 農村婦人の家 

平
成
1
3年
度
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
 

五
所
川
原
市
地

域
集
会
各
地

域
日
程
表
 

●

7
月
8
日
同
 
1
3時

、
1
6時
 

エ
ル
ム
の
街
 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
 

◇
催
し
物
 
防
災
ヘ
リ
「
し
ら
か
み
」
 

に
よ
る
救
助
訓
練
及
び
展
示
、
起
震

車
に
よ
る
地
震
体
験
、
は
し
ご
車
へ

の
体
験
搭
乗
、
ち
び
っ
こ
放
水
体
験

な
ど
。
 

◇
雨
天
中
止
 

図
書
館
か
ら
あ
れ
こ
れ
 

そ
う
で
す
。
正
面
に
向
か
っ
て
左
手

の
横
の
小
窓
を
開
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

ポ
ス
ト
の
入
口
で
す
。
正
式
に
は
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
と
』1口
い
ま
す
。
時
間
外
に
本

を
返
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
せ
っ

か
く
、
来
ら
れ
た
の
に
休
館
日
だ
っ
た

と
か
、
期
限
切
れ
に
な
る
前
に
と
に
か

く
返
し
た
い
と
か
、
そ
う
い
う
時
は
便

利
で
す
。
重
い
本
を
ま
た
、
持
っ
て
帰

ら
な
く
て
済
み
ま
す
。
お
父
さ
ん
に
会

社
の
帰
り
に
入
れ
て
お
い
て
ね
、
と
お

願
い
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

た
だ
、
当
館
の
ポ
ス
ト
は
ご
く
簡
単
 

図

書

館
に
は

ポ

ス
ト

が

あ

る
？
 

な
造
り
で
す
の
で
以
下
の
本
は
ポ
ス
ト

で
な
く
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
無
理
に
入
れ
た
り
、
他
の
本
の
下

敷
き
に
な
っ
て
傷
む
か
ら
で
す
。
 

L
 
郷
土
資
料

（
後
世
に残
す
大
事
な

財
産
で
す
。
万
が
ー
の
こ
と
が
な
い

よ
う
に
）
 

乙
 
c
D
~
R
o
M
や
ビ
デ
オ
な
ど
、
 

ま
た
そ
れ
ら
が
つ
い
て
い
る
資
料

＆
 
紙
芝
居
 

4
 
そ
の
他
（
壊
れ
や
す
い
形
態
の
も

の
や
大
型
の
本
）
 

r
 

伍所J源市乳幼児医療費給付制度」のお知らせ 

市では、 0 歳から 6 歳児を対象に乳幼児の保

健及び出生育児環境の向上を目的に、乳幼児を

養育している保護者の方で平成12年分の所得が

制限限度内の方に、乳幼児医療費の助成を行っ

ています。 

制度の主な概要は次のとおりです。 

乳

1
2

3

4
5

6

乳

児
児

児
児
児
児
児
児

歳
歳
歳
歳
歳
歳

6
  

『
 

 歳
  

国 	保 社 	保 

入院 , 外来（現物給付） 入院・外来（償還払い｝ 

入院・外来（償還払い） 

入院・外来（償還払い） 

入院・外来（償還払い） 

入院（償還払い） 

入院（償還払い） 

入院（償還払い） 

入院時食事療養費標準負担額（償還払い） 

現物給付一医療機関で保険診療費の支払いがあ

りません 

償還払い一医療機関で一度支払い、後で還付の

申請が必要です 

※詳しくは国保年金課保険給付係までお問い合

わせ下さい 公35一2111 内線214 

五所川原市役所 公35- 2111 	平成13年 7 月 1日 8 



種 類：（犬 又は 猫） 
性 
年 齢】（月齢、推定可） 
呼び名】 
健康状態】 
犬にあっては】狂犬病予防法に基づく『登録番号』 

あるいは『狂犬病予防注射済票番号』 
応募者】『住所』『氏名（ふリがな）』『電話番号』 

1
2
3
4
5
6
 
7
 

事
務
局
 

o
9
01
1
0
6
5
1
3
3
6
5山
口
 

第
2
回

中
央
コ
ミ
セ
ン

祭
り
 

五
所
川
原
歩

こ
う
会
 

公
（
3
5)
8
2
4
1
 
片
岡
 

ノ 

●

7
月
8
日
回
 
9
時
3
0分

、
1
6時
 

中
央
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

セ
ン

タ

ー
 

◇
ォ

ー
プ

ニ
ン
ク
セ
レ

モ
ニ

1
 
9

時

3
0分
 

◇
骨
董
蚤
の
市
（
5
店
参
加
）
 

◇
蚤
の
市
（
了

i
了
乞
ト
）
1
0時
、
1
6時

受
付
 
費

3
4)2
0
6
4
 
神
 

◇
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
上
映
 

「
ハ
ル
ニ
レ
と
と
も
に
」
 1
0時

、
1
6時

◇
遊
び
の
天
才
（
0
才
、
期
才
ま
で
）
 

青
森
県
選
手
権
大
会
 
1
3時
、
1
5時

目
（
ァイ
）
標
（
マ
ー
ク
）
落
し
（
ダ

ウ
ン
）
ビ
ー
玉
、
パ
ッ
コ
、
ビ
ダ
」
一

種
競
技
 

●

7
月
8
日
回
 

8
時
3
0分
 
市
役
所
裏
集
合
 

9
時
出
発
 
1
5時
頃
到
着
予
定
 

市
役
所
か
ら
 

津
軽
富
士
見
湖
往
復
2
5ぬ
 

◇
参
加
資
格
 

健
康
で
2
5血
程
度
歩
け
る
方
 

◇
参
加
料
 

3
0
0
円
 
傷
害
保
険
料
含
む
 

◇
事
前
申
込
み
不
要
 

◇
小
雨
決
行
 

◇
服
装
、
持
参
す
る
物
 
履
き
慣
れ
た
 

靴
、
帽
子
、
手
袋
、
汗
ふ
き
、
昼
食
、
 

飲
み
物
、
敷
物
、
雨
具
な
ど
 

※
五
所
川
原
歩
こ
う
会
会
員
募
集
中
 

‘捨て犬捨て猫防止キャンペーン驚 
抽選で 『めす』（犬・猫併せて）100頭、『おす』（犬・猫併せて）50頭に限定して、 

『めす』1頭当たり 10,000円、『おす』 1頭当たり5,000円の不妊・去勢手術料に対する 

補助金を支給します。 

⑨応 募 資 格 青森県在住者（ただし、満18歳以上で金融機関の口座をお持ちの方） 

⑥応 募 方 法 ①『はが き』 1頭につき 1枚で応募してください。 

②『応募先』 〒030-0813 青森市松原 2 丁目 8 番 2 号 

社団法人青森県獣医師会宛 

③『記入様式』 

はがき裏面 

⑨応 募 期 限 7 月15日（日） 当日消印有効 

⑨当選者の発表 当選者には 7 月30日（日）までに郵便で通知します。 

⑨手 術 期 間 当選通知を受領してから 9 月30日（日）までに手術を受けてください。この期間を過ぎ 

ると無効となります。 
一 ． .、 	. 	一 	 ‘ 	， . 	. ‘ . 

＠補助金の支払方法 

①本会会員の動物病院（住所地の近くを紹介する。）で

不妊・去勢手術をうけてください。 

②飼い主は、その病院における『通常料金』を支払います。 

③指定の『通知文』に手術をした獣医師の確認印をもらっ

て、本会あてに返送してください。 

④本会は、その文書を確認し、受理した日から起算して 

1カ月以内に指定の金融機関の口座へ送金します。 

◆お問い合わせは 社団法人青森県獣医師会 

'O17-722-5989 FAXO17-722-6010 

	ノ 
(- 

オルテンシア7月の催物案内 
ふるさと交流圏民センター TEL33- 2111 

［
口
 

曜日 催 	 物 開演 入 場 料 

大
 

ホ
 

ー
 

ル
  

3
  

火
  

五所川原高等学校 
『文化講演会』 

14:00 関 	係 	者 

7
  

土
  

五所川原工業高等学校
芸術鑑賞 劇団 
翻の会 	Blood Music 

9 :30 関 	係 	者 

只
〕
 
 

口
］
 
 

第35回 
五所川原合唱団 
定期演奏会 

14:00 

大 人 
1,000円 

高校生以下 
500円 

10 火
  

新規高等学校卒業者
合同職業講話会 

14:00 関 	係 	者 

14 土
  

五所川原農林高等学校 
創立百周年前年祭 
芸術教室 

10:00 関 	係 	者 

19 木
  

五所川原第一中学校
視聴覚教室 

14:00 関 	係 	者 

22 日
  

五所川原高等学校 
吹奏学部 
第22回 定期演奏会 

17:00 無 	料 

25 水
  

第25回 	日本ピアノコン 

クール五所川原審査会 
10:00 無 	料 

29 日
  

チャリテイーカラオケ

みちのく 
13:00 

前
当
 
売
日
 

8
8
 

叩
加
 
円
円
 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
 

二
J
 
 

木
  

サエラ 
ノスタルジック 

コンサート 
19:00 

前売一般 2,500円 
学生 2,000円

当日一般 2,800円 
学生 2,300円 

6
  

金
  

社会保険算定基礎届
用紙配付説明会 

⑨
 

1
3
  

0
03
0
 
 

関 	係 	者 

11 水 衣料・シューズ 
処分セー Jレ 

10:00 
無 	料 

12 木 10:00 

14 土 トーオーャマハピアノ
二［．レクトーン発表会 

10:30 
無 	料 

15 日 10:30 

20 金
  

古川音楽教室発表会 13:00 無 	料 

21 土
  

五所川原高等学校音楽部
第27回 定期演奏会 

18:00 無 	料 

22 日
  

劇団機の音 
「岩木川に 

平和な流れを」 
18:30 

大 人 
1,000円 

中学生以下 
600円 

3
1
 

 
火
  

平成13年度 青森県子育
てメイトブロック研修会 

13:00 関 	係 	者 

9 	平成13年 7 月 1日 
	

五所川原市役所 公35- 2111 



西
北
中

央
病
院

管
理
課
庶
務
係

公
（
3
5)
3
1
1
1

内
線

2
7
9
 

臨
時

看
護
婦
（
士
）
急
募
 

地
域
・
学
校
連
携
施
設
の
 

利
用
に

つ
い
て
 

三
輪
小
学
校
に
隣接
す
る
地
域
・
学
校
連
携
 

施
設
を
次
の
とお
り
解
放
しま
す
。
 

◇
利
用
で
き
る
範
囲
 

学
校
と
地
域
の
交
流
活動
、
ふ
れ
あ
い
活
動
、
 

P
T
A
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
放
課
後
 

児
童
対
策
事
業
、地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 

活
動
に
利
用
で
き
ま
す
。
 

◇
利
用
で
き
る
部
屋
等
 

ざ
フ
ン
テ
ィ
ァ
控
室
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
 

ム
、
多
目
的
活
動
ホ
ー
ル
 

◇
利
用
時
間
等
 

9
時

、
2
1時

（
休館
日
な
し
）
 

◇
申
込
み
 
所
定
の
申
請
書
によ
り
学
校
教
育
 

課
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
使
用
料
は
無
料
で
す
0
 

市
で
は
、
臨
時
看
護
婦
（
士
）
を
募集
し
て
 

い
ま
す
。
 

◇
募
集
人
員
 
若
干
名
 

◇
勤
務
時
間
等
 
日
勤
8
時
1
5分

、
1
7時
ま
で
 

準
・
深
夜
勤
月
平
均
8
回
 

◇
賃
金
等
 
準
看
護
婦
（
士
）7
9
2
0
円

、
 

正
看
護
婦
（
士
）8
9
2
0
円

、
 

ボ
ー
ナ
ス
支
給
制
度
有
 

◇
社
会
保
険
・
雇用
保
険
等
完
備
 

平成13年度市民総合健診のお知らせ ー
 

各地区での健診を次の日程で実施します。申し込みのあった方を対象として、健診 2 週間前までに健 

診のお知らせが届きます。なお骨粗しょう症検診は、別日程で実施しますので、個別通知します。 

なお、健診指定日を変更したい方は、必ず 3 日前までに連絡をしてください。 

月 	日 曜
  

対 	象 	地 	域 実施場所 

8/6 月 松島（金山、唐笠柳、水野尾） 

パュニテイセンター松島 7 火 松島（米田、漆川、一野坪） 

8 水 松島（吹畑一部、石岡一部、太刀打） 

9 木 長橋（浅井、福山、豊成、野里） 
コミュニテイセンター長橋 

10 金 長橋（神山、松野木、戸沢） 

16 木 三好（藻川） 

* 	17 金 三好（藻川） 
藻川消防センター 

20 月 七和（俵元、高野、前田野目） 
コミュニテイセンター七和 

21 火 七和（原子、持子沢、羽野木沢） 

* 	22 水 松島（吹畑、石岡一部）、毘沙門（毘沙門、長富）、梅沢（梅田、中泉） 

保健センター 

9/10 月 松島町（1丁目～8丁目） 

* 	11 火 鳥森、岩木町、川端町、本町、布屋町、弥生町、東町大町、旭町、敷島町、雛田、上・中平井町 

* 	12 水 下平井町、幾世森、寺町、柏原町、錦町、幾島町、末広町、新宮町、蘇鉄、芭蕉、若葉1 --3丁目、長橋橋元 

* 	13 木 小曲、中川（新宮、田川）、松島町（1丁目～8丁目） 

14 金 全市内で午前（基本健診、胃・大腸・肺がん検診）だけ申し込んだ女性 

0 	17 月 全市内で午後（子宮がん検診、乳がん・甲状腺検診）だけ申し込んだ女性 

10/ 1 月 三好（鶴ケ岡、高瀬） コミュニテイセンター三好 

2 火 中川（種井、長橋広野、長橋藤島、川山） 
工ュニテイセンター中川 

3 水 中川（沖飯詰、桜田） 

4 木 栄（広田、七ッ館）、みどり町（1丁目～3丁目） 

保健センター 

[
hJ
  

金 栄（湊、姥落、稲実）、みどり町（4丁目～8丁目） 

* 	15 月 栄（広田、七ッ館）、みどり町（1丁目～3丁目） 

* 	16 火 栄（湊、姥落、稲実）、みどり町（4丁目～8丁目） 

17 水 毘沙門（毘沙門、長富）、梅沢（梅田、中泉）、飯詰（飯詰、下岩崎） 

18 木 若葉1 -3丁目、長橋橋元、長橋広野、鎌谷町、鳥森、下り枝、八重菊、一ッ谷 

19 金 中川（新宮、田川）、新町、柳町、岩木町、川端町、本町、布屋町、弥生町、東町、大町、旭町、敷島町 

* 	29 月 栄町、田町、蓮沼、不魚住、元町、鎌谷町、下り枝、八重菊、一ッ谷、新町、柳町 

* 	30 火 飯詰（飯詰、下岩崎） 

31 水 寺町、柏原町、錦町、幾島町、末広町、新宮町、蘇鉄、芭蕉 

11/1 木 栄町、田町、蓮沼、不魚住、元町、小曲 

2 金 雛田、上‘中・下平井町、幾世森、松島（石岡一部、吹畑一部） 

0 	9 金 全市内で午後（子宮がん検診、乳がん・甲状腺検診）だけ申し込んだ女性 

申込者数こよって、受診指定日が変わることがあります。（＊印は男性中心の健診日、⑥印は女性の日） 

※おわびと訂正 6 月 1日に市民総合健診対象世帯に郵送された「健診の申し込みの方法について」 に

誤りがありました。記入例五所咲子の子宮がん検診の欄は「 4 」が正しい記入です。 

0
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五所川原保健所難病患者医療相談のお知らせ 
五所川原保健所では、下記により難病患者医療相談を行います。お気軽に御相談ください。 

日時・場所・対象者及び相談担当者 

回数 月日・受付時間 場 	所 対 象 	者 相 	談 	担 	当 	者 

ー
  

7 月13日団 
市働く婦人の家 
（五所川原市 

新町33-1) 

筋・神経難病患者及び 
その家族（パーキンソン病‘ 
重症筋無力症・精髄小脳変性症等） 

医 師】あおもり協立病院
薬剤師】ケンコー薬局 
理学療法士】青森県立保健大学理学療法学科 

内科医長 柏村英明 
寺田憲司 

講師 川口 徹 

（
乙
 
 

8 月30日困 市保健センター 
後縦靭帯骨化症患者

及びその家族 

医 師】弘前大学医学部附属病院整形学科講師 植山和正 
薬剤師】ケンコー薬局 	 寺田憲司 
理学療法士】弘前大学医学部保健学科 教授 封馬 均 

コ
J
  

9 月28日金 市保健センター 
筋・神経難病患者及び 
その家族（パーキンソン病・ 
重症筋無力症・精髄小脳変性症等） 

医 師】あおもり協立病院 内科医長 柏村英明 
薬剤師】ケンコー薬局 	 寺田憲司 
理学療法士：弘前大学医学部保健学科 教授 封馬 均 

相談内容 （1）病気の症状・治療について （2）薬について （3）リハビリについて 

(4）看護や日常生活について 

申込み方法 下記の期日までに、電話でお申し込みください。 

1回目】7 月 3 日（刃、 2 回目】8 月20日（月）、 3 回目】9 月18日因 

そ の 他 （1）相談料は無料です。 (2）服薬されている方は薬を御持参ください。 

(3）開催場所の近くに駐車場を用意しておりますので、申し出てください。 

申込み（間い合わせ）先 五所川原保健所 保健予防課 野宮・春藤・保木 合0173-34-2108 

平成13年度減塩推進県民運動大会ポスター図案・標語の募集のお知らせ 

県では減塩（うす味）でバランスの良い食生活の普及を図るために標記大会で使用するポスターの図案と標語を募集します。 

★募集の内容等 

区 分 ポ 	ス 	タ 	一 	図 	案 	 標 	 語 

内 	容 
作品のテーマは、次のいずれかをお選びください。 
①減塩（うす味）に関するもの ②その他、栄養・食生活、身体活動や運動などの健康づくりに関するもの 

規 	格 画用紙四ッ切り（約38cm X 58cm) ※手法や色の種類は自由 	字数 I20字程度 	※ 1人 1点のみ 

応募方法 

対 象：青森県内居住者 
送り先】五所川原保健所（郵送又は持参）〒037-0056 五所川原市末広町14 丑 34-2108 

※作品の裏面に住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢及び住所（電話番号）を明記して下さい。 
なお、小・中・高校生の場合は、学校名と学年も明記してください。 

募集期間 締 切】7 月23日（月） ※郵送の場合は、当日の消印有効 

選
  

入発
 
の
表
 

 

10月31日困までに、保健所を通じて応募者に連絡するほか、別に新聞紙面でも発表します。 
特選 2 点、入選10点、佳作20点程度 

活用方法】特選作品等にっいては、平成13年12月 1日、 2 日に行われる減塩推進県民運動大会のポ 
スター等に活用するほか、大会プログラム等に掲載する予定です。 

参加賞 I入賞作品以外の作品応募者にっきましては、参加賞を贈呈します。（後日、保健所を通じて配付いたします。） 
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、 料理紹介 

あなたも 
作ってみませんか 

フーーマ 

コニーコ 

唾クッキング② 

五所川原市食生活改善推進員会 

エコマーク 

案内 

健 康 相 談 
各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内容‘・・病気の相談、心の相談、血圧測定など保健婦 

が相談に応じます。 
◆持参するもの・・・健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

沖飯詰集会所 7月 6［ト司 10 :30 -12 :00 
しきしまコミュニテイセンター 7月 9 日（月） 13 :00 -15 :00 
尻無集会所 7月 9 日（月） 13 :00 -14 :30 
俵元農産物加工センター 7月 9 日（月） 11 :00 --12 :00 
長富消防センター 7月12日困 10 :30 -12 :00 
北新集会所 7月13日圏 12 :30 -13 :30 
姥落集会所 7月17日因 10 :30 ~ 12 :00 
藻川コミュニテイ消防センター 7月17日（刃 11 :00 -12 :30 

成人の相談日 
今回から新しくテーマ別健康相談が始まります 

月 	日 時 間 相 談 内 容 従事者 

7月11日 

（加 

会 場
働く婦人の
家・保健セ 
ンター 

10:00~ 
12:00 

13:00- 
15:00 

午前は血圧相談です 
血圧測定、尿検査、病気
の相談・こころの相談等
も受けます 

午後は貧血相談です 
貧血は食習慣を見直すこと
で、わりあい早く（1-2 
カ月で）改善されます。顔
色が明るくなったり、疲れ
易さに変化がでてきます。 

はっらっ女性課
看護婦または
保健婦 

はっらっ女性課
管理栄養士 

※健康手帳をお持ちの方は、ご持参下さい。 
時間内であればいつでも相談ができます。ご利用下さい。 

献血のご 
7月は『愛の血液助け合い運動』月間です。 

みなさんの献血による貴重な血液が、尊い生命を守
り、医療を支えています。 
血液は生きた細胞なので、長期間の保存ができませ

ん。安全性の高い、輸血用血液を安定的に供給するた
めには、より多くのみなさんの献血が必要です。また、 
献血することで種々の生化学的検査ができ、健康管理

に役立ちます。 
◆検査の内容 
A. 200属全血の場合・・・ 
①血液型 ②肝機能（GPT・GOT・γー GTP)③総蛋 
白④アルブミン ⑤コレステロール。 

B. 400m 全血・成分献血の場合… 
①～⑤ ⑥貧血（赤血球・ヘモグロビン・ヘマトクリ 
ット）⑦白血球 ⑧血小板。 
今月は次の日程で献血がありますので、ご協力をお 

願いいたします。 
7月 4 日困 青森県合同庁舎10時～16時 

7月 9 日（月） 成分献血・・・市保健センタ19時30分～14 
時30分（要予約） 

l香リご飯厩肉と野菜の香味漬けI 

いL"r 

」、が伊呼 

ノー 	、J 

'， 	 ' 

・ 一一 

材 料（4人分） 
鶏もも肉… 1 枚 
I 、」,、．，亡n一 レンコン‘・・1 50' 	A 
ーーーー 	’ーと’ 	A 
人参 	 80g 

長ネギ 	1/4本 

	  一 一 米 	2合 	。「酢 

ス―プ，,.360cc 	~L 

ゴマ… 大さじl 	r 
※切りゴマにして 	レ L 

<1人分 382kca1> 

おろし生妻 	1片分 

瓢最レ山ちて ＋才 II
‘マに 砂糖 	大さじ 11た 

酒 	 大さじ 2施 
ーしようゆ 	大さじ 2 1/2 

	 大さじ 2 
みりん 	大さじ 1 

「大葉 	 6枚 
生萎 	 1 片 

①鶏肉は一口大に、レンコン、人参は良く洗い皮っきの」 

②長ネギは飾り用の白髪ネギを切り、残りはみじん切りに 

③Xi 
④ご飯にB 
⑤器に盛り、白髪ネギを飾る。 

作り方 

ま乱切りにして米とス一プを加えて普通に炊飯器で

緒に炊く。 

してAに加える。 

）が炊き上がったら鶏肉、野菜を取り出してAに漬ける。 

・Cを混ぜ、ゴマを加える。 

金飯器で一度に下ごしらえ。電気う
ガス、時間の節約ができ、皮っき野
菜で廃棄を減らした人と地球にや 

、さしい料理です。 
＼、 

、 ~ 

、、 ~， 
ノ 	~ 

ノ 三轟 苗文子会長、 

月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

7月 1日 目
］
 
 

てらだ 

クリ二二，ック 

五所川原市稲実
字米崎122-17 33-1200 

7月 8日 日
  

安斎レデイス
クリニック 

五所川原市一ッ
谷148 

33-1103 

7月15日 日
］
 
 

かねひら 
クリニック 

五所川原市旭町 
55-2 

35-3167 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介廿34-4999）で紹介します。 
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救急医療当番医 
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